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１．研究主題 

   “おもしろそう”の芽を育み、“やってみよう”と心を弾ませ遊ぶ子どもをめざして 

        ～子どもの姿から保育者の援助や環境構成の在り方を探る～ 

 

２．研究年度       初年度 

 

３．研究主題設定理由 

 “おもしろそう”と興味をもち、“やってみよう”と心を弾ませ、意欲的に遊ぶ子どもを育むため

には、ひと・もの・ことに関わる子どもの姿を見取り、保育者が意図をもって、援助や環境構成の

工夫を行うことが大切であると考える。そのために職員間での話し合いを充実させ、多面的に子ど

もの姿を捉え、次に繋がる保育者の援助と環境構成の在り方や話し合いの方法を探り、保育の充実

を図っていきたい。 

 

４．具体的な研究内容 

 ①研究のねらい 

  遊びや活動に取り組む子どもの姿を職員間で見取り、話し合い、共有する中で、援助や

環境構成の在り方を探り、“おもしろそう”“やってみよう”と意欲的に活動に取り組む子

どもの姿に繋げる。 

 

 ②研究の重点 

・ひと・もの・ことと関わる子どもの姿から、“おもしろそう”と興味をもって遊ぶ場面

を捉え、次に繋がる保育者の援助や環境構成について探る。 

・子どもの見取りと保育の振り返りの視点を探り、保育者間で多面的に子どもを見る。 

・保育者間の伝え合いを大切にする中で、子どもの学びや育ちを共有し、同僚性を高める。 

 

 ③活動の方法 

子どもの心が弾む姿      保育者の援助      

 １、ポストイットを活用して 

1枚の写真を見て、子どもの姿や環境構成等について、気付いたことや聞きたいこと

等をポストイットに書き込む。その後、担任が子どもの様子や思いを伝えたり、他の保

育者から意見を聞いたりする場をもち、遊びや子どもの様子等を共有し、保育に反映で

きるようにしている。 

【事例１】  『水と泥団子、どっちが強いかな？』  ４歳児６月  

 

 

 

（様式）提出用   

砂場で水を流して遊んでいたＡ児、Ｂ児は、以前Ｃ児が砂でつくった団子を波板の上
に置き、「水で流すと“どろどーろ”になるよ」と団子が壊れる様子を楽しんでいたこと
を思い出し、同じように砂でつくった団子を波板に置いて水を流し始めた。それを見て
いたＤ児は少し前につくった“固い団子”（泥団子）を持って来て「これだったら壊れな 



 

 

 

 

 

 

〈反省・評価〉 

〇写真を見て、子どもの表情や様子、環境等について、保育を行っていない保育者が、子ど

もが何を楽しんでいるのか、何をしようとしているのかなどイメージを膨らませながら

見取りをしたことで、自分とは違った視点で子どもを見たり、振り返ったりすることがで

き、子どもの姿や環境構成等を見直すきっかけになった。友達の刺激を受けながらいろい

ろな遊びに発展できるようになっていることに気付くことができた。 

 

２、ハートの日 

 遊びの写真を用いて、保育者間で気付いたことや見取った子どもの姿を出し合ったり、

実際に保育を見て、子どもの様子や担任の援助、環境構成について話し合ったりする。

今年度は子どもが何に興味をもっているのか、翌日からの援助や環境はどうすればいい

か等、話し合いのポイントを絞って話をするようにしている。 

【事例２】 『ドングリ大爆発や！』  ３歳児１１月 

 

 

 

 

ポストイットに記入されていた見取り 担任が感じたこと・気付いたこと 
・泥団子の固さに自信があるのか
な？つくったものを使って遊ぶ姿に
変化している。 

・初めは団子をつくることを楽しんでいたが、
だんだん固さを比べている姿があった。つくる
だけで終わりではなく、他の遊びにも使うなど
して、遊びが繋がっていることが分かった。 

・周りの子ども達が興味をもって眺
めている姿から、遊びの深まりを感じ
た。 
・一人での遊びでは変わっていくこ
とに気付かないけど、友達と遊ぶこと
で発見、発展があり、おもしろい。 
・バケツを持っている子が 3 人もい
て、友達と一緒に遊ぶことを楽しめる
ようになっている姿に成長を感じた。 

・自分だけでなく、友達が流すとどうなるかも
気になっている。友達の刺激を受けながら、一
緒に楽しさを共有している。 
・それぞれ水を流して遊んでる中で、「どろど
ーろになるかな」「泥団子はどうなるかな？」
等と言葉で伝えながら、イメージを共有して遊
ぶようになってきたことに気付いた。 

・波板をフラットに置いてあるので、
流すというよりは泥団子がどうなる
のか、変化を楽しんでいるのかな。 

・波板がフラットになっていることまでは目
が向いていなかった。 

・今後、つぶれない泥団子をつくって
みようとか、どこまで転がっていくか
など、広 
がってい 
きそう。 

・砂の団子より泥団子が固くて強いことには
気付いている様子なので、今後、さらに強い団
子がつくれるように場を整えたり、水以外に泥
団子と勝負できるものを子ども達と考えたり
していきたい。 
〈その後〉 
・泥団子をたくさんつくれるように、泥団子に
適した砂や泥がある場所をクラスで共有した
り、できた泥団子を見せ合ったりした。また砂
場の山から掘った穴に転がす遊びをしていた。 

家から持ってきたドングリや秋探しで拾った落ち葉を使って遊ぶ姿が増え、園庭では
透明板やトイを使ってドングリ転がしを楽しんでいた。ある日、長いホースを見つけ、
Ａ児とＢ児が端と端をのぞき合って「ここにドングリ入れたらどうなるかな♪」と遊び
始めた。長いホースは魅力的で、その声を聞いて数人の子どもが集まってきた。保育者
が見守る中、Ａ児とＢ児を先頭にどんどんドングリを入れていく。「カラカラ鳴ったよ」 

いんじゃない？」と言って波板の上に置いた。Ｂ児がバケツに水を汲み、勢いよく水を
かけると泥団子は少し動いたが壊れなかった。Ａ児は「どろどーろになってない！」、Ｂ
児は「今、ちょっとだけ動いた」と言って次々に水を流した。保育者が「なかなかどろ
どーろにならないね」と声を掛けると、Ｄ児は「水と泥団子、どっちが強いか勝負だね」
と言って泥団子の真上から水をかけた。泥団子は少し動いたが、まだ壊れず、「お団子が
だんだん小さくなってきたよ」「やっぱり固い泥団子の方が強いね」と話しながら、水を
かけ続けていた。 



 

 

 

 

 

 

 

〈反省・評価〉 

〇長いホースにドングリを入れたらどうなるかな？と試し始めた子どもの発想に共感し、

あえて見守ることで、子ども達なりに試したり考えたりする姿が次々に見られ、主体的に

遊ぶ姿に繋がった。グルグル回して飛び出すという大人が予想しない偶発的な事象が、子

ども達の好奇心をより掻き立て、保育者も一緒に楽しむことで遊びが豊かになることを

実感した。 

 

【事例３】 『水流し遊びからドングリ転がしへ』  ５歳児５月～１１月 

 

５月 

 

 

 

 

 

６月（ハートの日からその後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 

 

 

 

 

 Ａ児は友達と「もっと掘って」「まだ水入れやんといて」「深
くなってきた」と言いながら穴を掘っている。深く掘れたこと
を確かめると、手桶を使って穴に繰り返し水を入 
れた。横でトイを手にしたＢ児に「それなら水流 
しやすそうだね」と保育者は伝え、見守った。 
 

   保育者の思い 
 

・他の保育者からの意見 

・意見からの環境づくり 

 

水を穴に入れることを楽しん
でいる中で、様々な“もの”

を使い、もっといろいろな水
流しのおもしろさを感じてほ
しい  

 

5歳ではあるが、砂場から道
具置き場までの距離が離れ
ていて、なかなか自分たち準
備してきて組み立てていく
とそこまでできないのでは
ないか。すぐに手に取って試
せるという環境が必要では
ないかという意見が出た。 

 

子どもが“高さ”や高

さのおもしろさに気
付くにはどんな手立
てをしたらいいか… 
 

 

自分たちで高さをつく
って楽しんでいくこと
もあるが、築山やジャ

ングルジムなどをつか
っていくことも一つで
ある。 

ジャングルジムを遊びの
近くに移動させていたが、
遊びに使われることがな
かった。子どもたちの中
で、意識されていないよう
に感じ、子どもたちと振り
返り具体的に考える場を
もつようにした。 

数人の子ども達が前日の続きの川をつくろうと掘り始めた。タ
ライから直接水を流せるように、トイを川につ 
なげていると、Ａ児が違う所から水を流そうと 
トイとケースを運び、川に水が流れるようにコ 
ースをつくった。それを見ていた他児も水を流 
し出した。Ｂ児がそのトイを「トンネルにしよ 
う」と川からトイをあげて下を通れるようにし 
た。そのことにより、つくった川ではない違う方向へ水が流れ出
した。その様子を見ていたＣ児が「繋げる」と初めにつくった川
に繋がるように掘り始め、他児は水を流し続けた。すると流す量
が多く新しく掘っていた川が氾濫してしまった。Ｃ児「うわぁ！
もれた！」と言うと、その様子を見ていたＡ児が「水をちょっと
ずつ流して」と他児に伝え、聞いたＤ児・Ｅ児が「そおっとそお
っと」と言って調節しながら流した。すると水が川へ流れるよう
になり繋がった。「やった。繋がった！」とＣ児。Ａ児はまた水が
漏れるかもしれないとシャベルを土にさしていたことで水がしぶ
きをあげるようになった。「うわぁ、水が飛んで 
る」とＦ児が喜び、Ａ児はもっと水が跳ねるよう 
にとケースを積み重ね、高さをつけて水を流した。 
 
 
 

「いっぱい入るね」と嬉しそうに言葉を交わしながら、ドングリを入れて、少し待って
ホースを傾け、ドングリが出てくるか試し始めた。なかなか高低差がつかず出てくる気
配がなかったので保育者が「Ａちゃん、上にあげてみる？」「こ 
っちを先生が持ってみようか」と提案するが、何とかして転がし 
出そうと自分達で試してみる子ども達。その時、Ａ児がホースの 
先をグルグル回すと勢いよくドングリが飛び出してきた。「わー！ 
ドングリ大爆発や！」「見て、爆発したで！」とＡ児の大きな声 
とその場にいた子ども達の大歓声が響き渡った。 

ケースをたくさん使ってコースをつくり、高さをつけて水の流
れる様子を楽しんでいた。その日の振り返りで、保育者が「ケー
スを運ぶの大変じゃなかった？」と尋ねると「ちょっと大変やっ
た」「何回も運んだ」と出たため、他の方法でもできないかとなげ
かけた。「ハシゴはどうかな？」という意見が出てきて、Ａ児は
「ジャングルジムって使っていいの？」と問いかけてきた。一度
みんなで試してみようと共有し、次の日からジャングルジムにト 
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<反省・評価> 

子ども同士で気付き、遊びに必要な物を準備しながら遊んでほしいという思いから、必要

最低限の環境の準備しかしていなかった。ハートの日の話し合いから、“５歳ではあるが、

砂場から道具置き場までの距離が離れていて、子どもたちの姿からなかなかそこまででき

ないのではないか”“すぐに手に取って試せるという環境が必要ではないか”という意見が

出た。話し合いを受け、環境づくりを見直した。遊びが続くうちに子どもたちがすぐに試す

ようになり、遊びが途切れにくくなっていった。遊びがさらに広がっていくのではないかと

ジャングルジムや脚立などの環境を整えていくことでより子ども達がやってみたいと心を

動かすきっかけになった。遊びが続くことで他のことを試してみようとしたり、気付いたり

して遊びが広がり、自分たちで必要な物を準備し、遊ぶ姿に繋がった。また子ども同士で伝

え合うことも多く見られることにも繋がった。 

 

５．研究の成果 

・写真を見たり、実際に保育を見たりしながら職員間で話し合いをすることで、遊びの様子

や子どもの姿を共有しやすく、子どもの思いや学びに気付いたり、保育者の思いや意図を

知ったりすることができた。また新しい気付きや客観的な視点を得ることができ、保育者

自身の考えが柔軟となり、そのことが子どもの遊びの豊かさに繋がっていくと考える。 

・子どもの姿や遊びの様子を出し合うだけでなく、今、子どもたちが何に興味や関心をもっ

ているのか、何を楽しんでいるのか等を探り、次に繋がる援助や環境構成にポイントを絞

って話し合ったことで、その姿に合わせた環境を再構成したり、保育者の援助を見直した

りすることができ、子ども達の姿にも変化が見られるようになった。 

 

６．今後の課題 

話し合いを通して、多面的に子どもの興味や関心、育ちを捉え、共有し、環境構成や援助

の見直しを重ねていくこと、また悩みを共有し合える保育者間の繋がりが、興味をもって活

動に取り組む子どもの姿に繋がると考える。保育者間のコミュニケーションを充実させ、関

係性を深める中で、様々な意見を出し合い、共に考えながら、意欲的に活動する子どもを育

んでいけるよう、今後も話し合いのもち方や頻度、方法等、引き続き探っていきたい。 

イをかけて水を流し始めた。「速いな」「砂とどっ 
ちが強いかな？」と高さがついたことで水に勢い 
がついたことに気付き、水と土とではどちらが強 
いのかを知ろうと試していた。 

 

トイをつなげるために

使える洗濯ばさみや子

どもたちから出た脚立

を近くに用意する。 

Ａ児・Ｂ児は砂場でドングリ転がしで遊んでいた。「穴に入った」
「やったー」と喜んでいたが、Ｂ児が「もっとおもしろく転がしてみ
たい」と言っていたので、保育者が「おもしろくしたいってどうした
らいいんかな？」と尋ねると「ジャングルジムとか使って転がしてみ
たい」「でもないしな…」と出たため、「じゃあジャングルジムみたい
なところはあるかな？」と提案してみた。すると２人は周りを見て
「山って使っていいん？」と聞いてきた。「いいよ。面白くなりそう
やん」と試せるように声を掛けた。２人がケースやトイを運んでコー
スをつくっているのを見て、「何してるん」「入れて」と他児も興味を
もって集まってきた。長く繋いだことで勢い 
もつき、ドングリの転がり方の違いに気付き、 
楽しんでいた。その後も遊びが続き、ドング 
リを飛ぶようにしたり、トイを分かれ道にし 
たりするなど工夫して遊ぶ姿があった。 

 

今まで経験したこ

とを活かし、また

園庭の環境を使っ

てダイナミックに

遊んで欲しい。 

築山を活かして

遊べるよう、提案

する保育者の人

的環境 

 


